
 

 

 
岸
田
首
相
は
、
４
月
８
日
か

ら
米
国
を
訪
問
。
日
米
首
脳
会

談
の
共
同
声
明
で
、
米
側
は
岸

田
政
権
に
よ
る
軍
事
費
倍
増
や

「
敵
基
地
攻
撃
」
能
力
の
保
有
、

殺
傷
能
力
の
武
器
輸
出
解
禁
を

「
歓
迎
」
し
ま
し
た
。 

ま
た
「
作
戦
及
び
能
力
の
シ

ー
ム
レ
ス
な
統
合
を
可
能
」
に

す
る
た
め
「
そ
れ
ぞ
れ
の
指

揮
・
統
制
の
枠
組
み
を
向
上
さ

せ
る
」
と
明
記
し
て
お
り
、
自

衛
隊
が
、
対
中
国
軍
事
戦
略
を

推
進
す
る
米
軍
の
事
実
上
の
指

揮
下
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
米
軍
は
、
先
制
攻

撃
戦
略
を
採
用
し
て
お
り
、
日

本
が
米
国
の
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
、
戦
場
に
な
る
危
険
が
格
段

に
高
ま
り
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
は
、「
日
本
国
憲

法
と
絶
対
に
相
い
れ
な
い
日
米

軍
事
同
盟
の
歴
史
的
大
変
質
で

あ
り
、
断
じ
て
許
す
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
し
て
断
固
抗
議
す

る
声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

私
は
、
区
議
会
第
１
回
定
例

会
の
日
本
共
産
党
区
議
団
の
代

表
質
問
で
、
軍
事
対
軍
事
の
悪

循
環
で
な
く
対
話
に
よ
っ
て
平

和
を
実
現
す
る
提
案
を
示
す
と

と
も
に
、「
戦
争
す
る
国
」
へ
の

地
な
ら
し
で
あ
る
土
地
利
用
規

制
法
が
、
区
民
の
く
ら
し
や
営

業
に
与
え
る
影
響
を
明
ら
か
に

し
、
区
と
し
て
廃
止
を
求
め
る

よ
う
区
長
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま

し
た
。 

 

以
下
、
質
問
と
答
弁
の
要
旨

で
す
。 

 憲
法
９
条
を
生
か
し
た
対
話

の
努
力
を 

岸
田
政
権
は
、
憲
法
違
反
の

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
と
５

年
間
で
43

兆
円
も
の
大
軍
拡

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
一
方
、

ア
セ
ア
ン(

東
南
ア
ジ
ア
諸
国

連
合)

は
、
「
対
抗
で
な
く
対
話

と
協
力
」
の
東
ア
ジ
ア
を
め
ざ

す
ア
セ
ア
ン
、
イ
ン
ド
太
平
洋

構
想
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

政
府
に
対
し
て
、
大
軍
拡
は

や
め
て
、
ア
セ
ア
ン
と
協
力
し

て
、
憲
法
９
条
を
い
か
し
た
対

話
に
よ
る
平
和
を
実
現
す
る
よ

う
求
め
る
べ
き
で
す
。 
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回
定
例
会
～
田
中
ま
さ
や
幹
事
長
の
代
表
質
問
・
国
政
問
題
よ
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「
戦
争
す
る
国
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へ
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暴
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区
長
答
弁 

政
府
に
対
し
て
求
め
る
考
え
は
な

い
。 

 

人
権
や
財
産
権
を
侵
害
す
る
土
地
利
用
規
制

法
は
廃
止
を 

渋
谷
区
に
隣
接
す
る
目
黒
区
の
艦
艇
装
備
研

究
所
と
港
区
の
ニ
ュ
ー
サ
ン
ノ
ー
米
軍
セ
ン
タ

ー
が
土
地
利
用
規
制
法
の
注
視
区
域
指
定
の
候

補
と
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
周
囲
に
あ
る
広
尾
、

恵
比
寿
、
代
官
山
な
ど
が
規
制
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
こ
の
区
域
で
は
、
政
府
が
土
地
や
建
物

を
調
査
で
き
、
渋
谷
区
か
ら
個
人
情
報
を
吸
い

上
げ
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
、
不
動
産
価
格
の

下
落
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
政
府
方
針
で
は
、
指

定
に
あ
た
っ
て
、
関
係
行
政
機
関
の
長
と
協
議

し
意
見
を
聴
く
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
区
長

は
、
国
に
ど
の
よ
う
な
意
見
を
言
っ
た
の
か
、

伺
い
ま
す
。
ま
た
、
区
内
の
ど
の
範
囲
が
区
域

指
定
の
対
象
な
の
か
明
ら
か
に
し
、
住
民
へ
の

説
明
会
を
開
く
よ
う
政
府
に
求
め
る
べ
き
で

す
。
区
域
指
定
に
反
対
し
、
区
民
の
人
権
や
財

産
権
を
侵
害
す
る
土
地
利
用
規
制
法
は
廃
止
す

る
よ
う
政
府
に
求
め
る
べ
き
で
す
。 

区
長
答
弁 

国
の
安
全
保
障
の
た
め
の
措
置
で

あ
り
、
法
の
撤
廃
を
求
め
る
考
え
は
な
い
。 

渋谷区から、政治資金パーティー券問題の徹

底解明と企業団体献金の全面禁止求める声を 

 日本共産党区議団は、第 1 回定例会の幹事長会に、区議会

として金権腐敗政治を一掃するために、政治資金パーティー

券の購入も含めて、すべての企業団体献金を禁止するための

意見書を提案しましたが、立憲・国民、日本維新の会・矢ヶ

崎議員の賛同がありましたが、自民党、シブヤを笑顔にする

会、公明党や無所属議員などの反対で全会派一致となりませ

んでした。 

以下は、党区議団の提案した意見書の案文です。 

 

金権腐敗を一掃するため 

企業・団体献金の禁止を求める意見書 (案) 

政治資金パーティーの収入について、政治資金収支報告書

の未記載が大規模におこなわれていた問題をめぐって、国民

の政治への不信は高まるばかりである。徹底した全容解明と

再発防止対策なしには、政治に対する信頼を取り戻すことは

できない。 

政治資金パーティー券は、その多くを企業や団体が購入し

ており、かたちを変えた企業・団体献金に他ならない。一連

の金権腐敗事件に対して、１９９０年代に政治家への企業団

体献金は禁止されたが、政党・政党支部への企業・団体献金

とパーティー券という方法が残された。 

日本国憲法は、主権は国民に存するとして、国民にのみ選

挙権を認めている。経済的に圧倒的な力を持つ企業が、献金

というかたちで政治をゆがめれば、国民の参政権が侵害され

る。金権腐敗政治を一掃し、国民の参政権を守るためには、

一切の企業・団体献金の禁止が必要である。 

よって渋谷区議会は、国及び政府に対して、政治資金パー

ティー券も含めてすべての企業・団体献金を禁止するよう強

く求める。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

  ２０２４年３月  日     

渋谷区議会議長  丸山 髙司 
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